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研究成果の概要 

原子層磁性体の薄膜化やヘテロ界面作製、異方的ファンデルワールス結晶の形状加工を利用した新奇

物性開拓を推進した。 

原子層磁性体薄膜試料の物性研究では、層間反強磁性秩序を持ち、空間反転対称性と時間反転対称性が

両方とも破れているが、これらを組み合わせた対称性は有するような原子層磁性体において、対称性を

反映した特徴的光電流応答が生じることを発見した。ゼロバイアス光電流の磁場依存性やデバイス構

造依存性を調べることで、光電流が反強磁性ドメインに依存して符号変化することや光電流が各層に

独立に流れていて、デバイス構造を工夫することで各層の寄与を選択的に取り出せることを明らかに

した。 

原子層磁性体ヘテロ界面の研究では、磁気異方性の異なる原子層磁性体のヘテロ界面を作製すること

で、非共線的磁気秩序とそれに付随する対称性の破れが創出でき、それらが物性に本質的影響を与える

ことを明らかにした。特に、第二次高調波発生測定によって対称性の破れの効果を評価すると同時に、

磁場によって対称性および第二次高調波発生が制御できることを見出した。 

異方的ファンデルワールス結晶の形状加工を利用した機能開拓では、面内に異方性を有するファンデ

ルワールス結晶を L 字に加工することで角部分の対称性が低下し、そこへ光を照射することで異方性

とデバイス形状の両方に起因するゼロバイアス光電流が流れることを発見した。 

以上の結果は、2次元結晶を用いたデバイスの新しい設計原理とそれを用いた電荷やスピン自由度の制

御方法を開拓したと言える。 
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